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理由１：新型コロナウイルスによる臨時休業

→家庭学習への対応、オンラインサポート授業、オンライン学習サービス等

→児童生徒の自主的、実践的な態度が身に付いているかどうか

特別活動（学級活動）の重要性

理由３：世界に目を移すと、エジプト国内の全ての学校の新カリキュラムに、
週１時間の「TOKKATSU」の時間が設定され、近隣のアフリカ諸国や
アラブ、アジア諸国にも拡散されつつある。

なぜ、今、特別活動なのか？

理由２：学校再開後の「温かい学級づくり」
児童生徒の不安（学習の遅れ、感染症への対応、友達関係等）

→朝の会や帰りの会に加えて、意図的・計画的な指導の場の設定



【特別活動の目標】

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、
実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課
題を解決することを通して、次のとおり資質・能力を育成することを目指す。

(1) 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となる
ことについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。

(2) 集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、
合意形成を図ったり、意思決定したりすることができるようにする。

(3) 自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社
会における生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、自己の生き方

（人間としての生き方）についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度
を養う。



【特別活動において育成すべき資質・能力の重要な視点】
三つの視点は、特別活動において育成を目指す資質・能力における重要な要素

であり、これらの資質・能力を育成する学習過程においても重要な意味をもつ。
三つの視点は、相互に関わり合っていて、明確に区別されるものではない。

「社会参画」
よりよい学級・学校生活づくりなど、集団や社会に参画し様々な問題を主体的に解決しよ

うとするという視点である。社会参画に必要な資質・能力は、集団の中において、自発的、
自治的な活動を通して、個人が集団へ関与する中で育まれると考えられる。

「自己実現」
一般的には様々な意味で用いられるが、特別活動においては、集団の中で、現在及び将来

の自己の生活の課題を発見し、よりよく改善しようとする視点である。

「人間関係形成」
集団の中で、人間関係を自主的、実践的によりよいものへと形成するという視点である。

人間関係形成に必要な資質・能力は、集団の中において、課題の発見、実践、振り返りなど
の特別活動の学習過程全体を通して、個人と個人あるいは個人と集団という関係性の中で育
まれると考えられる。

多様な他者とよりよく関わろうとする

集団の一員としての役割を果たそうとする

「なりたい自分」に近づこうと努力する



【集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせる】
児童は学級や学校という社会での生活の中で、様々な集団活動を通して、多様

な人間関係の築き方や、集団の発展に寄与することや、よりよい自分を追求する
ことなどを学ぶ。特別活動で身に付けたこのような資質・能力と、他教科で学ん
だことを、地域・社会などその後の様々な集団や人間関係の中で生かしていく。

特別活動の特質は、課題を見いだし解決に向けて取り組む実践的な学習である
ということや、各教科等で学んだことを実際の生活において総合的に活用して実
践するということにある。

特別活動の特質に応じた見方・考え方は「集団や社会の形成者としての見方・
考え方」として示す。

各教科等の見方・考え方を総合的に働かせながら、自己及び集団や社会の問
題を捉え、よりよい人間関係の形成、よりよい集団生活の構築や社会への参画
及び自己の実現に向けた実践に結び付けることである。











①授業改善（主体的・対話的で深い学び）②学級経営

特別活動（学級活動）

③キャリア教育 ④道徳的実践 ⑤生徒指導

学力向上



【特別活動における「主体的・対話的で深い学び」】
「主体的な学び」

学ぶことに興味・関心をもち、学校生活に起因する諸課題の改善・解決や
キャリア形成の方向性と自己との関連を明確にしながら、見通しをもって粘り
強く取り組み、自己の活動を振り返りながら改善・解消に励むなど、活動の意
義を理解した取組である。

特別活動においては、学級や学校における集団活動を通して、生活上の諸課
題を見いだし、解決できるようにすることが大切である。例えば、学級や学校
の実態、自己の現状に即して、自ら課題を見いだしたり、解決方法を決めて自
主的に実践したり、その取組を振り返り、よい点や改善点に気付いたりできる
ような学習過程とすることが大切である。

そうした学習過程によって、集団や自己の新たな課題の発見や目標の設定が
可能となり、生活を更によりよくしようという次の活動への動機付けとなるな
ど、児童の主体的な学びが可能になる。

①授業改善（主体的・対話的で深い学び） 学力向上



「対話的な学び」
児童相互の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方や資料等を手掛

かりに考えたり話し合ったりすることを通して、自己の考え方を協働的に広げ
深めていくことである。
特別活動は多様な他者との様々な集団活動を行うことを基本とし、そこでの

「話合い」を全ての活動の中心に置いている。
対話的な学びは、学級など同一集団の児童同士の話合いにとどまるものでは

ない。異年齢の児童生徒や障害のある幼児児童生徒等、多様な他者と対話しな
がら協働することや地域の人との交流を通して自分の考えを広げたり、自分の
よさやがんばりに気付き自己肯定感を高めたりすること、自然体験活動を通し
て、自然と向き合い、学校生活では得られない体験から新たな気付きを得るこ
と、キャリア形成に関する自分自身の意思決定の過程において、他者や教師と
の対話を通して自己の考えを発展させることなど、様々な関わりを通して感性
を豊かにし、よりよい合意形成や意思決定ができるような資質・能力を育成す
ることも、特別活動における対話的な学びとして重要である。



「深い学び」
学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせな

がら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを
形成したり、新たな課題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に
創造したりすることで、学んだことを深めるのである。
特別活動における「深い学び」の実現には、特別活動が重視している「実

践」を、単に行動の場面と狭く捉えるのではなく、課題の設定から振り返り
までの一連の活動を「実践」と捉えることが大切である。特別活動における
三つの視点のいずれにおいても各教科等で育成する資質・能力と様々に関
わっており、基本的な学習過程を繰り返す中で、各教科等の特質に応じた見
方・考え方を総合的に働かせ、各教科等で学んだ知識や技能などを、集団及
び自己の問題の解決のために活用していくことが大切である。

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

学力向上



【特別活動の教育活動全体における意義】
特別活動は、「集団活動」と「実践的な活動」を特質とすることが強調されてき

た。実践的な活動とは、児童が学級や学校生活の充実・向上を目指して、自分たちの
力で諸問題の解決に向けて具体的な活動を実践することを意味している。したがって
児童による実践的な活動を前提とし、実践を助長する指導が求められるのであり、児
童の発意・発想を重視し、啓発しながら、「なすことによって学ぶ」を方法原理とす
る必要がある。

(1) 特別活動の特質を踏まえた資質・能力の育成
特別活動は、学校生活を送る上での基盤となる力や、社会で他者と関わって生きて

働く力を育む活動として機能し、人間形成の中でも特に、情意面や態度面の資質・能
力の育成について強調してきた。今回の改訂では、「知識及び技能」「思考力、判断
力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」をバランスよく育むことが重視され、
そのために重要なことは、目標に明示されたように「様々な集団活動を通す」こと、
「自主的、実践的な活動を重視する」ことである。様々な集団活動の中で、「思考
力、判断力、表現力等」を活用しながら他者と協力して実践することを通して、
「知識及び技能」は実感を伴って体得され、活動を通して得られたことを生涯にわ
たって積極的に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」が育成されていく。



(2) 学級経営の充実と特別活動
特別活動は、教育課程全体の中で、特別活動の各活動・学校行事において資質・能力を育む

役割だけではなく、学校教育全体の活動を通して行われている学級経営に寄与する。
↓

第１章総則の第４の１の(1)「学習や生活の基盤として、教師と児童との信頼関係及び児童相
互のよりよい人間関係を育てるため、日頃から学級経営の充実を図ること。」が示されている。

↓これに対応して
第６章特別活動の第３の１の(3)で学級活動における児童の自発的、自治的な活動を中心とし

て学級経営の充実を図ることが示されている。

学級経営の内容は多岐にわたるが、学級集団としての質の高まりを目指したり、教師と児童、
児童相互のよりよい人間関係を形成しようとしたりすることは、その中心的な内容である。
児童が自発的、自治的によりよい生活や人間関係を築こうとして様々に展開される特別活動

は、結果として児童が主体的に集団の質を高めたり、よりよい人間関係を築いたりすることに
なる。
学級がよりよい生活集団や学習集団へと向上するためには、教師の意図的、計画的な指導と

ともに、児童の主体的な取組が不可欠である。まさしく、学級経営は、特別活動の要として計
画され、特別活動の目標に示された資質・能力を育成することにより、さらなる深化が図られ
ることとなる。

学びに向かう集団づくりの基盤 「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善

②学級経営



(3) 各教科等の学びを実践につなげる特別活動
特別活動では、各教科等で育成した資質・能力を、集団や自己の課題の解決

に向けた実践の中で活用することにより、実生活で活用できるものにする役割
を果たすものである。
各教科等の特質に応じて育まれた資質・能力を、実践的な集団活動を通して、

統合的で汎用的な力に変え、実生活で活用できるようにするということが求
められる。
第１章総則の第４の１の(3)「児童が、学ぶことと自己の将来とのつながり

を見通しながら、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を
身に付けていくことができるよう、特別活動を要としつつ各教科等の特質に応
じて、キャリア教育の充実を図ること。」と新たに特別活動を要とするキャリ
ア教育の充実が示された。
これからの学びや自己の生き方を見通し、これまでの活動を振り返るなど、

教育活動全体の取組を自己の将来や社会につなげていくための要として、特別
活動を位置付けることとなった。
特別活動を通して、各教科等で学んだことを実生活で活用できるものとして

いくことが求められている。

③キャリア教育



【特別活動の内容相互の関連】
学級活動においては、児童の学校における基礎的な生活単位ともいうべき学級

集団を基盤として行われる活動である。学級活動は特別活動の各活動・学校行事
の中心となる教育活動である。

学級活動において、児童の自主的、実践的な取組の積み重ねにより身に付いた
資質・能力が、児童会活動、クラブ活動、学校行事においても発揮される。一方、
児童会活動やクラブ活動、学校行事で育まれた自主的、実践的な態度や自分への
自信が学級活動で発揮されるなど、往還の関係にあると言える。

(4) 学級や学校に文化を創造する特別活動
特別活動は、楽しく豊かな学校文化をつくる実践的な活動である。例えば、学

級活動における自発的、自治的な活動を通して、児童は学級生活の主体的な参画
者となる。また、児童会活動やクラブ活動、学校行事における様々な集団活動を
通して、楽しく豊かな学校文化が醸成され、各学校の特色ある教育活動の展開が
可能になってくる。



【特別活動と各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間などとの関連】
(1) 各教科及び外国語活動との関連①

各教科等の学習で獲得した資質・能力などが、集団活動の場で総合的に生かされ、
発揮されなければならない。逆に、各教科等で育成された資質・能力は、特別活動
において、実生活上の課題解決に活用されることによって、思考力、判断力、表現
力等は鍛えられ、知識や技能は実感をもって体得したり、各教科等を学ぶ意義の理
解が深まったりするなど、より確かなものとなっていく。
各教科等で「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行うために

は、児童は失敗を恐れずに行動することができたり、他の児童と互いの考えを伝え
合ったり協力し合ったりすることができるような、学級における児童同士の人間関
係や、教師と児童の信頼関係があることが重要になる。特別活動は、学級活動にお
ける自発的、自治的な活動の中心として、学級経営の充実に資するものであり、特
別活動の充実により各教科の「主体的・対話的で深い学び」が支えられるという関
係にもある。逆に、各教科等における主体的な学習や対話的な学習を通して、児童
同士の信頼関係が深まり、それによって特別活動がより充実することも考えられる。

教科横断的な視点



【特別活動と各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間などとの関連】
(1) 各教科及び外国語活動との関連②

国語科との関連においては、国語科で身に付いた「話すこと・聞くことの能力」
が特別活動においてよりよい生活や人間関係を築いたり、集団としての意見をまと
めたりするための話合い活動に実践的に働くことになる。また、特別活動で養われ
ることになる、よりよい生活を築くために話し合ったり、言葉で表現したり、まと
めたり、発表し合ったりするための資質・能力が、国語科における「話すこと・聞
くことの能力」「書くことの能力」を養うための学習においても生かされることに
なる。 学級活動や児童会活動などで行われる調査・統計の結果を効果的にまとめ
たり、説明したりするなどの基礎となる能力は、算数科、理科、社会科などで培わ
れるものである。
外国語活動との関連については、外国語活動において「友達との関わりを大切に

した体験的なコミュニケーションを行う」特質を生かして、「文化的寛容さをもち、
多様な他者を尊重する態度」を大切にする特別活動においても、友達とのコミュニ
ケーションを図る活動を一層効果的に展開できるようにする必要がある。

教科横断的な視点



(2) 道徳科との関連
（道徳教育と特別活動）①
特別活動における学級や学校生活における集団活動や体験的な活動は、日常生活

における道徳的な実践の指導を行う重要な機会と場であり、道徳教育において果た
す役割は大きい。特別活動の目標には、「集団活動に自主的、実践的に取り組み」、
「互いのよさや可能性を発揮」、「集団や自己の生活上の課題を解決」など、道徳
教育でもねらいとする内容が含まれている。また、育成を目指す資質・能力には、
「多様な他者との協働」、「人間関係」、「自己の生き方」、「自己実現」など、
道徳教育がねらいとする内容と共通している面が多く含まれており、道徳教育にお
いて果たすべき役割は極めて大きい。
多様な他者の意見を尊重しようとする態度、自己の役割や責任を果たして生活し

ようとする態度、よりよい人間関係を形成しようとする態度、みんなのために進ん
で働こうとする態度、自分たちできまりや約束をつくって守ろうとする態度、目標
をもって諸問題を解決しようとする態度、自己のよさや可能性を大切にして集団活
動を行おうとする態度などは、集団活動を通して身に付けたい道徳性である。

④道徳的実践



(2) 道徳科との関連
（道徳教育と特別活動）②

学級活動「(1)学級や学校における生活づくりへの参画」は、学級や学校の生活上
の諸課題を見いだし、これを自主的に取り上げ、協力して解決していく自発的、自
治的活動である。
→児童による自発的、自治的な活動によって、望ましい人間関係の形成やよりよい
生活づくりに参画する態度などに関わる道徳性を身に付けることができる。

学級活動「(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」では、基本
的な生活習慣の形成やよりよい人間関係の形成、心身ともに健康で安全な生活態度
の形成、食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成を示している。

学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」では、現在や将来に希望や目
標をもって生きる意欲や態度の形成、社会参画意識の醸成や働くことの意義の理解、
主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用を示している。
→自らの生活を振り返り、自己の目標を定め、粘り強く取り組み、よりよい生活態
度を身に付けようとすることは、道徳性を養うことと密接に関わるものである。



(2) 道徳科との関連
（道徳教育と特別活動）③
児童会活動においては、異年齢によるよりよい人間関係の形成やよりよい学校生

活づくりに参画する態度などに関わる道徳性を養うことができる。
クラブ活動においては、異年齢によるよりよい人間関係の形成や個性の伸長、よ

りよいクラブ活動づくりに参画する態度などに関わる道徳性を養うことができる。
学校行事においては、よりよい人間関係の形成、自律的態度、心身の健康、協力、

責任、公徳心、勤労、社会奉仕などに関わる道徳性を養うことができる。



（道徳科と特別活動）①
特別活動は、道徳科の授業で学んだ道徳的価値の理解及びそれに基づいた自己の

生き方についての考えを、よりよい学級や学校の生活と人間関係を築こうとする実
践的な活動や、キャリア形成と自己実現に向けた活動の中で実際に言動に表すとと
もに、集団の一員としてのよりよい生き方についての考えを深めたり、身に付けた
りする場や機会でもある。
児童が特別活動における様々な活動において経験した道徳的行為や道徳的な実践

について、道徳科の授業でそれらについて取り上げ、学級全体でその道徳的な意義
について考えられるようにし、道徳的価値として自覚できるようにしていくことも
できる。さらに道徳科の授業での指導が特別活動における具体的な活動場面の中に
生かされ、具体的な実践や体験などが行われることによって、道徳的な実践との有
機的な関連を図る指導が効果的に行われることにもなる。



（道徳科と特別活動）②
特別活動における「自己の生き方についての考えを深める（道徳科の目標）」と

は、実際に児童が実践的な活動や体験的な活動を通して、現在及び将来にわたって
希望や目標をもって生きることや、多様な他者と共生しながら生きていくことなど
についての考えを深め、集団の一員としての望ましい生き方についての認識をもて
るようにすることである。教材を活用して、道徳的諸価値の理解を基に、自己を見
つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める道徳科
の授業とは力点の違いを明確にして指導する必要がある。
「よりよい人間関係」について、学級活動において話し合う場合には、学級におけ

る人間関係に係る現実の問題をどのように解決するかを話し合い、集団として取り
組むべき解決策を合意形成したり、自分が行うことを意思決定したりすることが目
的である。他方、道徳科において「よりよい人間関係」について話し合うというこ
とは、なぜ仲よくすることが大切なのか、仲よくすることが大事だと分かっていて
もできないのはなぜなのか、といったことを問いながら道徳的価値の理解を深めな
がら自分自身の生き方についての考えを深めていくことが目的である。前者は道徳
的な実践そのものを行うこと、後者は道徳的な実践を行うために必要な内面的資質
を養うことを目的としている。



(3) 総合的な学習の時間との関連
両者とも、各教科等で身に付けた資質・能力を総合的に活用しながら、児童が自ら現実の課題の

解決に取り組むことを基本原理としている点に、共通性が見られる。体験的な学習を重視すること、
協働的な学習を重視することも同様である。自己の生き方についての考えを深める点においても通
じるところがある。特別活動は「実践」に、総合的な学習の時間は「探究」に本質があると言うこ
とができる。
特別活動の特質である「実践的な取組」とは、身に付けた資質・能力を実生活に生かし、実生活

の中で実感を伴って理解するという意味をもっており、他教科等で学んだことやそれらを横断的・
総合的に捉えたことを実生活の中で生かし、現実の問題を解決するという実践の場としての役割を
重視している。
特別活動における「解決」は、実生活における、現実の問題そのものを改善することである。総

合的な学習の時間における「解決」は一つの疑問が解決されることにより、さらに新たな問いが生
まれ、物事の本質に向けて問い続けていくものである。
総合的な学習の時間において計画した学習活動が、学習指導要領に示した特別活動の目標や内容

と同等の効果が得られる場合も考えられる。このため、第１章総則の第２の３(2)のエにおいて、こ

のような場合について、総合的な学習の時間の実施によって、特別活動の学校行事の実施に替える
ことができることとする規定を設けている。



(4) 生徒指導等との関連①
第６章の第３の１の(3)「学級活動における児童の自発的、自治的な活動を中心として、各活動と

学校行事を相互に関連付けながら、個々の児童についての理解を深め、教師と児童、児童相互の信頼
関係を育み、学級経営の充実を図ること。その際、特に、いじめの未然防止等を含めた生徒指導との
関連を図るようにすること。」
第１章の第４の１の(2)「児童が、自己の存在感を実感しながら、よりよい人間関係を形成し、有

意義で充実した学校生活を送る中で、現在及び将来における自己実現を図っていくことができるよう、
児童理解を深め、学習指導と関連付けながら、生徒指導の充実を図ること。」
生徒指導は、「一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質や行動

力を高めることを目指して行われる教育活動のこと」である。このことは、「個性の伸長」や「社会
的な資質・能力の育成」の役割を担ってきた特別活動で大切にされ、深い関わりを指摘されてきたと
ころである。
特別活動の指導は、個々の児童や集団での生活や活動の場面において、児童の自主性や自発性を尊

重しながら展開されるものであり、児童の積極的な活動が展開されていくためには、深い児童理解と
相互の信頼関係を前提とした生徒指導の充実が不可欠である。また、生徒指導のねらいである自己指
導能力や自己実現のための態度や能力の育成は、特別活動の目標と重なる部分もある。

⑤生徒指導



(4) 生徒指導等との関連②
特別活動と生徒指導との関わり方として、次の３点を挙げることができる。

ア 所属する集団を、自分たちの力によって円滑に運営することを学ぶ
イ 集団生活の中でよりよい人間関係を築き、それぞれが個性や自己の能力を生かし、互いの人格

を尊重し合って生きることの大切さを学ぶ
ウ 集団としての連帯意識を高め、集団(社会)の一員としてのよりよい態度や行動の在り方を学ぶ
これらの内容は、学級活動と深い関わりがある。特に学級活動の(2)の「基本的な生活習慣の形

成」、「よりよい人間関係の形成」、「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」、「食育の観点を
踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」と(3)の「現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲

や態度の育成」、「社会参画意識の醸成や働くことの意義の理解」、「主体的な学習態度の形成と学
校図書館等の活用」においては、個々の児童の自己指導能力の育成を目指して、地域や学校、児童の
実態に応じて、学級活動の時間に計画的に指導することになる。
生徒指導は、児童が自らを生かし自己実現できるよう援助する教育機能であり、学校の教育活動全

体を通して推進することを基本としている。その中にあって学級活動は、児童が日常生活を営む上で
必要な様々な行動の仕方を、計画的、発展的に指導する教育活動である。その意味で学級活動には、
各教科等の時間以上に生徒指導の機能が多く作用していると考えられる。
生徒指導は、学業指導、適応指導、進路指導、社会性指導、道徳性指導、保健に関する指導、安全

に関する指導、余暇指導などに分けて考え、計画されることがある。これらの内容は、特別活動の全
体、なかでも学級活動の活動内容と密接な関連をもっており、このことからも学級活動の時間は、生
徒指導が中心的に行われる場と言えるのである。



さあ、学級活動をはじめよう！！

①計画委員会を組織：３０人学級であれば、５人グループを６つ編成し、
年間で固定する。

②学級活動の進め方マニュアルの作成（資料１）

③学級活動ノートの作成（資料２）

できれば

⑤計画委員会（議長団）活動週予定表の作成（資料４）

⑥学級活動進行計画表の作成（資料５）

⑦計画委員会（議長団）が、１年間、その議題（題材）の担当になる。

④学級活動コーナーの設置（資料３）



資料１



資料２



計画委員会の大切な仕事



資料３



資料４ 資料５



【お楽しみ会をしよう】（１）ア
①どんなお楽しみ会にしたいか話し合う。
②何をするのか話し合う。
③どんな仕事や係が必要か考える。



(１)学級や学校における生活づくりへの参画
ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決
イ 学級内の組織づくりや役割の自覚

ウ 学校における多様な集団の生活の向上

【学級活動の内容】小学校（解説ｐ46・47）

(２)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
ア 基本的な生活習慣の形成
イ よりよい人間関係の形成
ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成
エ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

(３)一人一人のキャリア形成と自己実現
ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成
イ 社会参画意識の醸成や働くことの意義の理解
ウ 主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用



(１)学級や学校における生活づくりへの参画
ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決
イ 学級内の組織づくりや役割の自覚

ウ 学校における多様な集団の生活の向上

【学級活動の内容】中学校（解説ｐ44・45）

(２)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
ア 自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成
イ 男女相互の理解と協力
ウ 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応
エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

(３)一人一人のキャリア形成と自己実現
ア 社会生活、職業生活との接続を踏まえた主体的な学習態度の形成と

学校図書館等の活用
イ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成
ウ 主体的な進路の選択と将来設計



【友達と仲よくしよう】（２）イ（道徳科との関連を図る）
①なぜ仲よくすることが大切なのか話し合う。
②なぜ仲よくできないのか話し合う。
③友達と仲よくするためのクラス目標を考える。
④友達と仲よくするための個人目標を考える。



【よりよい学習習慣】（３）ウ
①家庭学習が進まない原因は何か話し合う。
②家庭学習が充実するための改善策を話し合う。
③個人目標を考える。



【いじめをなくすにはどうしたらいいか考えよう】（１）ア（２）ア（道徳科との関連）
①なぜ、いじめがなくならないのか話し合う。
②いじめをなくすための方策を話し合う。
③いじめをなくすためのクラス目標を考える。
④いじめをなくすための個人目標を考える。



國學院大學教授の杉田 洋 氏より

なぜ、今、特別活動なのか？

「特別活動の本当の魅力とやりがいを知らないままに教師人生を
終えてしまう人がいるとしたら、それは不幸なことだ。」

（若手教員の話）

「たかが特活、されど特活」

「乗ってみたら意外といい車」

今こそ、特別活動の充実を！！


